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議 題 
１ 横浜市スポーツ医科学センターの第４期指定管理者の選定について【健康

福祉局】 

議 

事 

要 

旨 

１ 横浜市スポーツ医科学センターの第４期指定管理者の選定について 

 

【論点】 

・横浜市スポーツ医科学センターの第４期（Ｒ３年度～）指定管理者の選定

を、次のとおり実施する。 

１ 募集方法について、利用者との継続的な信頼関係の構築及び専門職員

の人材育成と確保を着実に実施するため、これまでの応募状況を踏ま

え、「公募」から「非公募」に変更する。 

２ 「非公募」への変更にあたり、横浜市スポーツ医科学センター条例の

一部改正案を、令和２年第１回市会定例会に上程する。 

 

【説明要旨】 

・横浜市スポーツ医科学センターにおける現行の指定管理者は、公募によ

り５年間の期間において、選定されている。 

・指定管理者が５年単位で変わり得る不安定な状態であり、利用者との継

続的な信頼関係の構築や専門職員の人材育成と確保が課題となってい

る。 

・指定管理制度導入以降、現指定管理者１者のみの応募が続いており、外部

の有識者による選定評価委員会において、高い評価を得ている 

・スポーツと医科学の連携による一体的な運営施設は全国的に見ても少な

く、今後も他の担い手が存在しないことが見込まれることから、次期指

定管理者選定においては、非公募とする。 

・指定期間については、非公募としたことによる効果や施設運営の検証を

一定期間内に行うため、一般的な指定期間である５年とする。 

 

【主な意見等】 

・専門人材を、より良い条件で他事業者に引き抜かれている状況について、

しっかりと分析を行い、安定的な人材育成・確保ができる運営を行ってい

く必要がある。 

 

【結論】 

局案の方向性について了承。実施に向けては、主な意見で指摘された点を

踏まえた検討を進めていくこと。  


